
伊藤 宗次 議員

問

答

方針から何も
見えない文章だ

信念をもった施
策をやっていく
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予
算
編
成
方
針
は
、
子
育

て
支
援
だ
が
、
小
中
高
生
の

修
学
旅
行
費
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
。

　

教
育
部
長　

報
奨
費
で
、

小
学
生
１
０
０
０
円
、
中
学

生
１
５
０
０
円
を
交
付
。

 

対
象
者
数
、
保
護
者
負
担

の
内
訳
は
。

 

小
学
校
６
校
４
３
６
人
、

平
均
２
万
４
８
９
８
円
。
中

学
校
３
校
４
０
６
人
、
平
均

４
万
９
４
０
７
円
で
あ
る
。

 

子
ど
も
の
貧
困
が
見
え
に

く
い
。
給
食
費
無
料
を
。

 

教
育
長　

本
当
に
困
っ
て

い
る
家
庭
に
手
を
差
し
の
べ

る
の
が
一
番
効
果
的
で
あ
る
。

 

給
食
費
無
料
化
す
る
と

「
食
べ
残
し
が
ベ
ラ
ボ
ー
に

増
え
る
」
と
町
長
。

　
　

岐
阜
県
岐
南
町
を
視
察
。

無
料
化
で
食
べ
残
し
に
変
化

は
な
い
と
。

　
　

無
料
化
実
施
を
。

　

教
育
部
長　

近
隣
の
状

 

 

予
算
編
成
方
針
は
、
法
人

住
民
税
の
変
動
を
嘆
く
が
、

町
民
所
得
の
変
動
は
。

　

総
務
部
長　

５
年
間
で

22
億
円
か
ら
25
億
円
で
、
安

定
し
て
い
る
。

 

人
口
の
伸
び
が
町
民
所
得

の
減
少
を
見
え
づ
ら
く
し
て

い
る
。

　
　

日
本
は
人
口
減
少
期
に

入
っ
て
い
る
。

　
　

人
口
推
計
は
、
総
合
計
画

の
推
計
で
い
い
の
か
。

 

10
年
間
で
、
４
０
０
０
人

余
り
伸
び
て
い
る
。
時
代
と

と
も
に
変
っ
て
い
く
部
分
が

あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
見
直
す
必
要
に
な
っ
て
く

る
。

 

福
祉
や
医
療
な
ど
の
扶
助

費
＝
経
常
経
費
を
縮
減
、
廃

止
だ
が
そ
の
内
容
は
。

 

社
会
的
に
必
要
性
が
低
下

し
た
事
業
は
廃
止
、
縮
少
、

成
果
が
見
ら
れ
な
い
事
業
は

見
直
す
。

 

法
人
住
民
税
に
適
正
課
税

実
施
で
生
ま
れ
る
財
源
は
。

 

５
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

 

大
企
業
へ
の
適
正
課
税
実

施
は
、
西
三
河
の
連
れ
小
便

か
。

 

企
業
城
下
町
と
い
う
地
域

の
特
性
も
か
な
り
あ
る
。

 

な
ぜ
実
施
し
な
い
。

 

本
町
だ
け
実
施
す
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
部
分
が
あ

る
と
、
考
え
て
い
る
。

 

予
算
編
成
方
針
の
文
章
は

あ
っ
て
も
、
意
味
不
明
で
、

見
え
て
こ
な
い
。

　

町
長　

信
念
を
も
っ
た

施
策
を
や
っ
て
い
く
。

況
を
見
な
が
ら
対
応
を
、
考

え
て
い
き
た
い
。

 

子
ど
も
の
貧
困
化
が
見
え

に
く
い
。
子
育
て
支
援
を
。

　

町
長　

全
体
的
な
流
れ

の
中
で
、
新
し
い
気
持
ち
で

対
応
し
て
い
く
。

 

無
い
な
い
尽
く
し
の
答
弁

は
、
財
源
が
な
い
の
で
は
な

く
、
知
恵
が
な
い
。
や
る
気

が
な
い
か
ら
。

　
　

中
身
の
な
い
方
針
だ
。

 

信
念
を
も
っ
て
施
策
を
す

す
め
た
い
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

見
え
に
く
い
子
ど
も
貧
困
に
支
援
を

手
を
差
し
の
べ
る
の
が
効
果
的

問

答

一 般 質 問

楽しい給食（中央小学校）



11
月
17
日　

管
内
視
察

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
地

震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
中
、

天
井
材
落
下
な
ど
か
ら
児
童
生

徒
を
守
り
、
災
害
時
に
は
地
域

住
民
の
避
難
所
に
も
な
る
た

め
、
そ
の
安
全
性
確
保
が
極
め

て
重
要
と
な
る
。

　

屋
内
運
動
場
の
天
井
耐
震
工

事
は
、
平
成
27
年
度
に
荻
谷
小

学
校
を
手
掛
け
、
平
成
29
年
度

で
全
て
完
了
と
な
る
。

◇
北
部
中
学
校

　

天
井
材
の
石
綿
吸
音
板
を
撤

去
し
、照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。

◇
坂
崎
小
学
校

　

天
井
材
の
化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

を
撤
去
し
、
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
。

　

あ
わ
せ
、
児
童
増
加
対
策
と

し
て
、
平
成
30
年
２
月
28
日
を

完
了
工
期
と
す
る
軽
量
鉄
骨
造

平
家
建
の
校
舎
増
築
で
、
少
人

数
教
室
と
児
童
ク
ラ
ブ
室
が
設

け
ら
れ
る
。

◇
幸
田
小
学
校

　

天
井
材
の
化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

を
撤
去
し
、
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
。

　

児
童
数
約
１
１
０
０
人
予
測

か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階

建
の
校
舎
が
増
築
さ
れ
た
。

 

小
中
学
校
の

　
　
　
天
井
耐
震
な
ど
視
察
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公共施設等整備の
　　負担基準見直し

総務教育
　常任委員会

11
月
８
日　

協
議
会
開
催

　

公
共
施
設
の
４
割
が
築
後
30

年
経
過
し
、
今
後
維
持
費
増
加

が
見
込
ま
れ
、
負
担
基
準
を
見

直
し
長
寿
命
化
を
は
か
る
。

　

算
定
方
式
は
、
延
床
面
積
か

ら
世
帯
数
段
階
別
に
、
主
要
公

共
施
設
修
繕
の
町
負
担
率
を

10
％
引
上
げ
90
％
と
し
、
補
助

対
象
の
地
区
集
会
施
設
は
補
助

率
を
引
下
げ
る
が
利
用
頻
度
に

よ
り
20
％
上
乗
せ
す
る
。

Ｑ　

指
定
避
難
所
維
持
に
地
元

負
担
求
め
る
理
由
は
。

Ａ　

避
難
所
は
一
時
的
利
用
で

普
段
は
地
元
の
活
動
拠
点
。

Ｑ　

補
助
率
は
従
来
ど
お
り
か
。

Ａ　

施
設
の
利
用
頻
度
に
よ
り

今
ま
で
ど
お
り
に
な
る
。

町
民
会
館
修
繕
追
加
工
事

　

発
注
済
の
舞
台
音
響
・
照
明

改
修
に
加
え
、
利
用
者
要
望
の

多
い
和
式
ト
イ
レ
の
一
部
を
洋

式
化
・
破
損
シ
ー
ト
貼
り
替
え

な
ど
を
新
た
に
計
画
。

Ｑ　

和
式
ト
イ
レ
の
数
は
。

Ａ　

さ
く
ら
ホ
ー
ル
男
女
45
基

の
う
ち
和
式
26
基
が
12
基

に
。
つ
ば
き
ホ
ー
ル
男
女
13

基
の
う
ち
和
式
10
基
が
３

基
に
。

Ｑ　

監
視
カ
メ
ラ
の
個
人
情
報

保
護
に
第
三
者
委
員
会
を
。

Ａ　

今
後
検
討
。

負担が軽減される公共施設

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

閉会中の各委員会活動状況 委員会レポート

完了した天井耐震化（幸田小学校）


